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2003年7月に兵庫教育大学学校教育研究センターの「小学校英語」プロジェクト・メンバーは近畿地方のある大学の附属
小学校において英語教育についての調査を実施した。調査の目的は，小学校での英語教育について児童および保護者がどの
ような意見・態度を持っているかを明らかにすることであった。質問紙がプロジェクト・メンバーによって開発され，調査
このために用いられた。本稿は，2003年にプロジェクト・メンバーによって発表されたプロジェクト・リポートに基づいて原
著者によって書かれている。
時代の要請に合わせて英語教育が導入されたと考えられる国立大学（2003年当時）附属小学校において，児童とその保護
者が英語教育をどのように受け止めていたかについて記録しておくことは当時および今後の英語教育を考える上で貴重な資
料となると思われる。
調査結果からは，8割以上の児童が「英語の学習が好き」だと答えており，英語の授業がうまくいっていたと言えよう。
また，日常生活の中での英語の利用や国際交流に英語を役立てたいという願いを持っていることが分かる。本研究・調査結
果を基に中学校での英語教育との連携としての小学校での英語教育・学習についての研究が今後の課題である。
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Asa result ofthe survey，mOre than80％ofthe children responded to the questionnaire by T’Ilike English：’This response
SuggeStedthat children had a positive regardfor English．Verincation ofthis survey suggests thatfurther research on English
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小学校英語への態度調査研究
問題及び目的
本研究は2002年4月に兵庫教育大学学校教育研究セン
ターの学校問題解決部門によって「学校における児童生
徒の学習効果を挙げるための総合的研究」プロジェクト
の一環として始まったもので，小学校の児童およびその
保護者が小学校英語教育についてどのような意見・態度
を持っているかについて調査したものである。本研究の
調査結果については，既に報告書が2003年11月23日に
「兵庫教育大学・小学校英語教育研究プロジェクトチー
ム」よりなされ，その一部は2003年10月および2004年3
月に学校教育研究センタープロジェクト研究発表会にお
いて口頭でも公開されている（古川・寺尾・鈴木他，
2003，2004）。本稿は，2003年の報告書を基に新たに論
文としてまとめたものである。
本調査が実施された2003年時点においては，小学校で
は「総合的な学習の時間」内で国際理解教育の実施が可
能であり，その時間を英語学習に当てることが可能になっ
ていた。また，アジアの近隣の韓国，中国においては小
学校での英語学習は既に教科となっていた。研究グルー
プでは，将来的な小学校での教科としての英語を視野に
入れ，児童への英語教育を進めるにあたって，何のため
の英語学習が求められているのかを知ることが児童にふ
さわしい英語教育活動を開発するために必要であると考
え，近畿地方のある教育大学附属小学校の児童及びその
保護者を対象として「英語学習」について質問紙による
調査を実施したのである。
言語教育では学習者のニーズおよび学習者に関わる人々
のニーズを調査・分析した上で，学習内容，シラバス，
到達目標，教授法の決定を行なうことが適切であると考
えられている。さらに，2007年に発表された新しい学習
指導要領では，小学校の高学年において週1コマ程度の
外国語活動の必修化が提言されており，今後小学校での
英語活動については中学校での英語教育に繋がる視点で
の実施が視野に入ってくると予測される。ベネッセの調
査（2006）によると調査された3503の公立小学校の4割
以上が現行の指導要領が施行された2002年度よりも前か
ら英語教育を重なっているとのことである。時代の要請
に合わせて英語教育が導入されたと考えられる国立大学
（2003年当時）附属小学校において，児童とその保護者
が英語教育をどのように受け止めていたかについて記録
しておくことは当時及び今後の英語教育を考える上で貴
重な資料となると思われる。
本研究調査で使用された質問紙・質問項目は，Bridley
（1984）を参照して寺尾と金が原案作成を行なった後，
グループ内での討議を経て最終版として出来上がったも
のである。
調査方法
調査対象者：近畿地方のA教育大学附属小学校2年生
～6年生児童。調査に参加した児童の数（回収された質
問紙の数）は表ト1の通り。
表1－1調査に参加した児童の数
学年　2年　　3年　　4年　　5年　　6年　　合計
男子　　45　　43　　　40　　26　　43　197
女子　　43　　　34　　41　　54　　48　　220
不明　　1　　1　　　0　　　0　　　0　　　2
合計　　89　　78　　81　　80　　91　419
質問紙：質問紙は，3つのパートからなっていた。
Partlは，英語文化，英語学習への態度と経験に関する
こと，Part2は，英語学習の結果できるようになりたい
こと，Part3は，学習方法に関する態度を問うものであっ
た。なお，Partlは「はい」または「いいえ」の2件法，
Paれ2とPaれ3は，「はい」「いいえ」に「どちらでもな
い」を加えた3件法で回答するようになっていた。個々
の質問項目については，本稿の結果を参照のこと。
調査時期：2003年7月中旬。
調査手続：対象となった小学校の許可を得て，学級単
位で，担任教師の教示のもとに行われた。3年生以上は，
各児童に質問項目を読ませて回答させた。2年生に関し
ては，担任が質問項目を読み上げて，質問の意味内容を
説明しながら回答させた。
調査結果
Partl英語文化，英語学習への態度と経験
各質問について，「はい」および「いいえ」と回答し
た児童の数とその割合を学年ごとに求めた。質問項目は，
次の3項目であった。
ql．英語を話している国の人々／文化がすきですか
q2．学校で英語を勉強するのはすきですか
q3．人々が英語を話している国に住んでいたことがあ
りますか
まず，全体の傾向をみるために，各質問に「はい」お
よび「いいえ」と回答した児童の割合を図1に示した。
この図に示されているように，8割以上（約84％）の児
童が「英語の学習を好き」だと答えていた。また，「英
語を話している国の人々／文化が好き」と答えた児童は
7割近かった（約67％）。「英言吾を話している国に住んで
いたことがある」児童は，約8％と，少なかった。
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図1英語文化，英語学習への態度と経験に関する各項目への
反応の割合
次に，これらの項目について，学年間で反応の割合に
偏りが見られるかをカイ二乗検定で検討したところ，Q
2にのみ有意差が見られた（ズ2（4）＝19．62，ク＜．01）。学
年ごとの反応数の割合を図2に示す。この図に示されて
いるように，2年～3年で，英語の授業が好きと答えた
ものが多く，5年生で最も少なくなっていた。
Part2英語を使ってしたいこと。
Part2およびPart3に含まれる質問項目については，
集計の便宜上，「はい」を1点，「どちらでもない」を0
点，「いいえ」を－1点に得点化した。
質問項目は，次の15項目であった。
q4．英語であいさつする
q5．英語で自分のことを話す
q6．英語で家族のことを話す
q7．英語でしゅみ／好きなことについて話す
質
問
項
目
QlO外国人と友だちになる
Q4英吾吾であいさつする
Q11海外旅行をする
Q13インターネットを使う
09英語のテレビ／映画を見る
Q16英語の歌をうたう
Q5英語で自分のことを話す
Q7英語で趣味／…について話す
Q14英語でEメール／手紙／…を送る
Q12英語で書いてある新聞／本…を読む
Q6英語で家族のことを話す
015英語で道案内をする
Q17留学する
Q8英語で電話をかける／…電吉引こ出る
Q18外国人の家庭lこホームステイする
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図2　「Q．2学校で英語を勉強するのはすきですか」への学年
別の反応割合
q8，英語で電話をかける／英語の電話に出る
q9．英語のテレビ／えいがを見る
qlO．外国人と友達になる
qll，海外旅行をする
q12．英語で書いてある新聞／本／雑誌／まんがを読む
q13．インターネットをっかう
q14．英語でEメール／手紙／カードをおくる
q15．英語で道あんないをする
q16．英語の歌をうたう
q17．留学する
q18．外国人の家庭にホームステイする
0　　　　　　0．1　　　　　0．2　　　　　0．3
得点
図3　各項目の得点の全体の平均値
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全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順
に並べたものを図3に示した。
この図から，比較的得点の高い項目（上位5項冒）は，
「qlO．外国人と友達になる」，「q4．英語であいさつす
る」，「（〕11．海外旅行をする」，「q13．インターネットを
つかう」，「（29．英語のテレビ／えいがを見る」であっ
た。児童は英語を使って，これらのことをしたいと思っ
ているものが多い。逆に，得点の低い項目は，「q18．外
国人の家庭にホームステイする」，「（〕8．英語で電話を
かける／英語の電話に出る」，「（217．留学する」，「（115．
英語で道あんないをする」，「（〕6．英語で家族のことを
話す」であった。これらの項目は，平均得点がマイナス
になっており，したくないと回答したものが，したいと
回答したものより多かったことがわかる。なお，1要因
分散分析の結果，項目間の主効果が有意であり（ダ（14，
354）＝20．60，p＜．01），LSD法による多重比較（以下，下
位検定における多重比較はすべてLSD法）の結果，上記
の上位5項目と下位5項目の問にはすべて有意差がある
ことが確認された。
次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，
分散分析によって検討した。有意差が見られた項目につ
いて，学年間の違いを図4に示した。その結果，いくつ
かのパターンがみられた。「（〕4．英語であいさつする」
（F（4，411）＝2．97，p＜．05），「q16．英語の歌をうたう」（F
（4，411）＝9．14，pく01），「q13，インターネットをっかう」
（F（4，381）＝2．86，p＜．05）は，学年が上がるにつれて，得
点が下がっている。ただし，はじめの2項目（q4，
q16）は6年生で再上昇しているのが特徴である。「q12．
英語で書いてある新聞／本／雑誌／まんがを読む」（F
（4，411）＝孔85，pく01）と「（〕17．留学する」（F（4，411）＝
4．01，pく01）は，低学年と高学年がたかく，中学年で低
くなるというU字型（またはⅤ字型）の変化曲線を描く。
「（〕9．英語のテレビ／えいがを見る」（F（4，409）＝4．19，
p＜．01）は，Ⅴ字型に近いが，2年生が最も低くなって
いる。「（16．英語で家族のことを話す」（F（4，409）＝3．22，
pく05）は，2年生と6年生で比較的高いが，4年生と5
年生の得点は低い。（なお，項目ごとに自由度が異なっ
ているのは，無効回答を項目ごとに削除したので，デー
タ数が異なっているからである。これは以下の分析でも
同様である。）
Part3　学習方法に関する質問
1．勉強の形態
英語の学習方法に関する項目について，質問項目は，
次の4項目（q19～q22）であった。
q19．一人で勉強するのはすきですか
q20．ペア（ふたり）で勉強するのはすきですか
q21∴畦などの小さなグループで勉強するのはすきですか
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図4　学年進行に伴う平均得点の変化（学年間に統計的有意差
が見られた項目のみ）
q22．クラスみんなで一緒に勉強するのはすきですか
全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目帽
に並べたものを図5に示した。一要因分散分析の結果，
有意差が認められた（F（3，1227）＝58カ3，p＜．01）。多重比
較の結果，「（〕22．クラスみんなで一緒に勉強する」が最
も好まれており，「（〕20．ペア」や「（〕21∴吐」での学習
Q22クラスみんなで勉強す
る
Q21班で勉強する
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図5　学習形態に関する各質問項目の全体の平均値
2年　　　　　3年　　　　　4年　　　　　5年　　　　　6年
因る　学習形態に関して，学年進行に伴う平均得点の変化（学
年間に統計的有意差か見られた項目のみ）
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がそれに次ぎ，「（〕19．一人で勉強する」の平均値は他の
すべての項目より低かった。
次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，
分散分析によって検討した。有意差が見られた項目につ
いて，学年間の違いを図6に示した。その結果，「（222．
クラスみんなで勉強する」という項目については，2年
生～4年生の得点が高く，5～6年生の高学年で低くなっ
ている（F（4，408）＝5．91，p＜．01）。「（120．ペアで勉強する」
に関してもはぼ同様の傾向が見られるが，3年生の得点
が低くなっていた（F（4，411）＝2．54，pく．05）。
2．利用機器，教材
利用機器と教材に関する項目の質問項目は次の7項目
（q23～q29）であった。
q23．テレビ／ビデオをつかって勉強するのはすきです
か
q24．インターネットをつかって勉強するのはすきです
か
q25．テープ／CDをつかって勉強するのはすきですか
q26．プリントをつかって勉強するのはすきですか
Q27．黒板／ホワイトボードをつかって勉強するのはす
きですか
Q28．コンピュータをつかって勉強するのはすきですか
q29．字カード／絵カード／絵／ポスターをつかって勉
強するのはすきですか
全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順
に並べたものを図7に示した。一要因分散分析の結果，
有意差が検出された（F（3，1227）＝58カ3，p＜朋）。多重比
較の結果，「（〕28．コンピュータ」「（〕23．テレビ／ビデオ」
「（〕29．字カード／絵カード／絵／ポスター」の利用が好
まれており，「q24．インターネット」がそれに次ぎ，
「（〕25．テープ／CDJ「（〕26．プリント」「q27．黒板／ホ
ワイトボード」の利用は，上記のものに比べて好まれて
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図7　利用機器・教材に関する各質問項目の全体の平均値
いないことがわかった。
次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，
分散分析によって検討した。有意差が見られた項目につ
いて，学年間の違いを図8に示した。その結果，「q25．
テープ／CD」（F（4，411）＝8．53，p＜．01），「（〕26．プリント」
（F（4，413）＝8．12，p＜．01），「（227．黒板／ホワイトボード」
（F（4，411）＝6．79，p＜．01）の利用については，おおまかに
み と，2年生～5年生にかけて得点が下降して行き，
6年生で，再び上昇する傾向がみられる。「黒板／ホワ
イトボード」の利用に関しては，2年生であまり好まれ
ておらず，3年生の方が高くなっている。また，「テー
プ／CD」については，3年生であまり好まれておらず，
2年生から急激に落ち込み，4年生で再び上昇している。
「（129．字カード／絵カード／ポスター」（F（4，409）＝4．97，
p＜．01）については，2～4年生にくらべ，5，6年生の
方が平均点が低かった。
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図8　利用機器・教材に関して，学年進行に伴う平均得点の変
化（学年間に統計的有意差が見られた項目のみ）
3．授業方法について
授業方法に関する項目は。次の5項目（q30～q34）
であった。
q30．先生のあとについて文をくりかえして勉強するの
はすきですか
q31．歌をうたって勉強するのはすきですか
q32．ゲームをして勉強するのはすきですか
q33．お話を聞いたり／したりして勉強するのはすきで
すか
q34．聞いた通りに体を動かして勉強するのはすきですか
全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順
に並べたものを図9に示した。一要因分散分析の結果，
有意差が認められ（F（4，1592）＝52．40，p＜朋），多重比較
の結果「（232，ゲームをする」ことが特に好まれており，
小学校英語への態度調査研究
「（〕34．聞いた通りに体を動かす」がそれに次ぎ，「q33．
お話を聞く／する」「q31．歌をうたう」「（130．先生の後
に文を繰り返す」は，これらに比べてあまり好まれてい
ないことがわかった。
032ゲームをする
034聞いた通りに体を動か
す
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Q30先生の後に文を繰り返
す
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図9　授業方法に関する各質問項目の全体の平均値
次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，
分散分析によって検討した。その結果，すべての項目に
有意差が見られた（q30：F（4，411）＝9．22，pく01，q31：
F（4劃2）＝24．67，p＜．01，q32：F（4，412）＝2．59，p＜．05，q33
：F（4，398）＝9，82，p＜．01，Q34：F（4，411）＝4．24，p＜．01）。
学年間の違いを図10に示した。多重比較の結果，「（〕30
文を繰り返し練習」「（〕31．歌をうたう」の項目で，2年
生が最も高く，3～4年生はそれに次ぎ，5年生が最も
低く，6年生で再び上昇していた。また，「（〕33．お話を
聞く／する」「q34．聞いたとおりに体を動かす」も5年
生が他の学年より低かった。「（232，ゲーム」に関しては，
3年生が，他の学年と比較すれば好まれ方が低いという
結果であった。（とはいえ，3年生の中では他のものよ
りは好まれている方であるが。）
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図10　授業方法に関して，学年進行に伴う平均得点の変化
4．会話と読み書きの優先順について
会話と読み書きの優先順に関する質問は次の3項目で
あった。
q35．聞くことと話すことだけを勉強したいですか
Q36．聞くことと話すことを先にして，後から読むこと
と書くことを勉強したいですか
q37．聞くこと，話すこと，読むこと，書くことぜんぶ
をはじめから勉強したいですか
全体の傾向を見るために，全体の平均値の高い項目順
に並べたものを図11に示した。一要因分散分析の結果，
有意差が認められ（F（2，824）＝63．45，pく01），多重比較
の結果，「q37．会話と読み書きをはじめから勉強したい」
か「Q36∴話す聞くを先にして後から読み書きを勉強し
たい」児童が多く，「（235．聞くことと話すことだけを勉
強したい」児童は少ないことがわかった。
次に，学年ごとの得点の平均値に差があるかどうかを，
分散分析によって検討した。その結果，すべての項目に
有意差が見られた（q35：F（4，411）＝9．88，p＜．01，q36：
F（4，411）＝3．73，pく．01，q37：F（4，409）＝9．82，pく01）。学
年間の変化を図12に示した。多重比較の結果，「（〕37．会
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図12　会話と読み書きの優先順に関して，学年進行に伴う平均
得点の変化
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図11会話と読み書きの優先順に関する各質問項目の全体の平
均値
学校教育学研究，2008，第20巻
話と読み書きをはじめから勉強したい」については2，
3年生が最も高く，4年生がそれに次ぎ，5，6年生は
最も低く，学年が上がるにつれて希望する傾向が低くなっ
ていく。「q35．聞くことと話すことだけを勉強したい」
および「（〕36．話す聞くを先にして後から読み書きを勉
強したい」に関しては，2年生に比べて3年生，5，6
年生で低くなるものの，4年生では若干上昇する傾向が
みられた。いずれにしても，2年生の平均値が最も高い。
結果のまとめと考察
2003年の調査時において，8割以上の児童が「英語の
学習が好き」だと答えているところから，2003年度現在
英語の授業がうまく行っていたと言えよう。
英語を使って何ができるようになりたいかという質問
項目中で，得点の高かったのは，「外国人と友達になる」
「英語で挨拶する」「海外旅行をする」「インターネット
を使う」「英語のテレビ／映画を見る」であった。日常
生活の中での英語の利用や国際交流に英語を役立てたい
という願いがあることが分かる。一方，得点の低かった
のは，「外国人の家庭にホームステイする」「英語で電話
をかける／電話に出る」「留学する」「英語で道案内をす
る」「英語で家族のことを話す」であった。7歳から11，
12歳の児童にとって，「外国人の家庭にホームステイす
る」ことおよび「留学すること」は年齢的に身近なこと，
現実的なことではないため得点が低くなっていると考え
られる。さらに，母語（日本語）で，道案内することが
やりたいことでなければ，「英語で道案内をする」こと
もまたやりたいことではない可能性があり，年齢の低い
児童では母語（日本語）での道案内の経験もそう多くな
いことが推測されるのである。具体的に英語を使ってつ
きあう相手が存在しなければ，「英語で家族のことを話
す」ことが児童の興味を引かないと言えるのかもしれな
いが，この調査では，外国人との具体的交流については
調査をしていないので，あくまでも推測の範囲を出ない。
授業形態については，「クラスみなで一緒に勉強」が
最も好まれており，「一人で勉強する」は最も好まれて
いなかった。小学校での教科指導は，クラス単位でなさ
れることが普通であり，一人で勉強することの経験が普
通はないところから，上記のような結果となったと考え
られる。また，小学校の実際の授業では英語を楽しむこ
とに主眼を置き，集団での活動が中心となっている故と
も考えられる。
利用機器・教材については，「コンピュータ」「テレビ
／ビデオ」が好まれていた。家庭にもコンピュータが普
及し，映像文化が主流になっている現在の世相を反映す
る結果とも言えよう。授業方法については，「ゲームを
する」ことが特に好まれており，「聞いた通りに体を動
かす」がそれに次いでいた。また，「聞くことと話すこ
とだけを勉強したい」と答えた児童は少ないことが分かっ
た。年少者に対する外国語教育では，TPR（Total
PhysicalResponse：全身反応法）という教授法がよく用
いられることから，「聞いた通りに体を動かす」の得点
が高くなっていると考えられる。
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